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　市では、「市制施行70周年」を記念し、市民の
皆さんに撮影していただいた芦屋の美しい風
景を、記念写真集「芦屋の四季・70選」に掲載、
未来へと芦屋の景色を残していきたいと考え
ています。
　第３期募集分の締め切りは、４月５日（月）必
着〈消印有効〉でお願いします。多くの皆さん
のご応募を、お待ちしています。
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�� � �　2010年１月～３月〈冬・浅春〉芦屋の風景セレクト
�����　＜第３期募集＞原則として、今年撮影した市内の風景写真　
�����　市内在住・在勤・在学のかた　
�����　カラープリント・デジカメプリント２Ｌサイズ（１人３枚以内）
�����　各期ごとに、入選作品に図書カード（3,000円）進呈　
�����　応募作品の裏面に、住所・氏名・年齢・電話番号・作品タイトル（撮影
　　　　　　場所）・撮影年月日を明記の上、４月５日（月）＜消印有効＞までに、
　　　　　　郵送または持参で広報課へ
�����　選定委員により、各期ごとに10点～20点を選考　
�� � �　作品は、未発表の写真に限ります。応募作品の使用権は市に帰属し、
　　　　　　作品は返却しませんので、ご了承ください。
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「
芦
屋
の
四
季
・　

選
」
第
一
期（
十
月

70

〜
十
二
月
）分
の
芦
屋
の
風
景
写
真
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、四
十
一
人
の
か
た
が
百

点
の
写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
一
月
二
十
一
日
に「
第
二
回
選

定
委
員
会
」を
開
催
、厳
正
な
選
考
の
結
果
、

次
の
二
十
七
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
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「
芦
屋
川
河
口
暮
色
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
土
蔵
の
見
え
る
通
学
路
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
芦
屋
川
・
黒
松
並
木
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
秋
た
け
な
わ
・
開
森
橋
周
辺
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
芦
屋
川
・
秋
涼
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
落
ち
葉
と
少
年
・
緑
町
」

　
「
仲
良
し
仲
間
・
西
浜
公
園
」
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「
潮
芦
屋
・
海
釣
り
公
園
の
落
日
」
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�

　
「
朝
も
や
の
マ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
・
浜
風
町
」

　
「
紅
葉
の
ア
ー
ケ
ー
ド
・
宮
塚
町
」
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「
紅
葉
す
る
街
・
緑
町
」

�
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�

　
「
芦
屋
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
展
望
」
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「
あ
ゆ
み
橋
夕
景
・
宮
川
河
口
」
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「
仲
ノ
池
の
晩
秋
」
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「
館
を
彩
る
晩
秋
の
ツ
タ
」
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「
秋
の
彩
り
・
山
手
町
」
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「
す
す
き
・
芦
有
展
望
台
」

　
「
初
雪
・
ゴ
ル
フ
橋
付
近
」
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「
仲
ノ
池
夕
景
」

　
「
カ
ト
リ
ッ
ク
芦
屋
教
会
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
芦
屋
川
の
秋
・
開
森
橋
付
近
」
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「
だ
ん
じ
り
が
行
く
・
大
正
橋
」
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「
夕
暮
の
マ
リ
ー
ナ
・
海
洋
町
」
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「
水
・
風
・
空
…
芦
屋
の
秋
」

�
�
�
�
�
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「
潮
芦
屋
が
紅
に
染
ま
る
こ
ろ
・
潮
風
大
橋
で
」
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「
芦
屋
雪
景
色
・
業
平
公
園
西
」

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
・
ラ
ポ
ル
テ
の
光
彩
」

�
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父
・
勝
彦
は
、
一
昨
年
の
一
月
に
九
十

二
歳
で
天
寿
を
全
う
い
た
し
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
年
代
に
は
市
議
会
議
員
を
務
め
、

そ
の
間
二
度
ほ
ど
は
市
議
会
議
長
も
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
わ
が
家
は
代
々
専
業
農
家
で
、

父
も
私
も
自
然
の
恵
み
と
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
芦

屋
市
内
の
農
家
は
六
軒
で
す
。
昔
は
芦
屋

に
も
農
協
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
六
年

に
解
散
し
て
以
来
、
今
は
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲

に
属
し
て
い
ま
す
。

　

父
は
、
生
前
、
わ
が
家
の
家
系
に
つ
い

て
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

祖
父
や
祖
母
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
が

主
な
の
で
す
が
、
昔
は
寺
で
あ
っ
た
よ
う

で
「
極
楽
寺
」
と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
な

の
で
す
。
父
や
祖
母
は
、
そ
う
書
か
れ
て

い
た
の
を
昔
の
戸
籍

で
見
た
こ
と
が
あ
る

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
こ
ろ

北
条
氏
の
子
孫
だ
っ
た
極
楽
寺
家
の
初
代

は
、
南
北
朝
に
な
る
と
京
都
に
逃
れ
久
我

荘
園
と
い
う
荘
園
の
管
理
を
し
て
い
た
が
、

豊
臣
秀
吉
に
領
地
を
没
収
さ
れ
た
た
め
、

打
出
村
に
逃
れ
、
山
中
で
棚
田
を
開
墾
し
、

現
在
に
至
っ
た
と
。
ま
た
、
武
田
信
玄
が

西
宮
の
鷲
林
寺
へ
落
ち
の
び
た
際
に
立
ち

寄
っ
た
極
楽
寺
は
、
追
跡
を
逃
れ
る
た
め

焼
き
払
わ
れ
た
と
か
、
諸
説
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
鷲
林
寺
へ
行
く
と
、
今
で

も
武
田
信
玄
の
墓
が
あ
る
し
、
あ
な
が
ち

で
た
ら
め
と
は
思
え
な
い
節
も
あ
る
の
で

す
が
、
そ
の
ま
ま
家
系
図
づ
く
り
は
立
ち

消
え
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

今
か
ら
三
十
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。

　

昭
和
初
期
か
ら
住
宅
化
の
波
に
の
ま
れ

始
め
た
岩
ケ
平
周
辺
で
す
が
、
そ
れ
で
も

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
ま
だ
赤
松
林
が

残
っ
て
い
て
、
低
木
に
は
芦
屋
の
市
の
花

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
て
い
ま

し
た
。
春
に
は
、
赤
松
の
緑
と
コ
バ
ノ
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
ピ
ン
ク
の
花
の
色
が
鮮
や

か
に
映
え
、
実
に
美
し
い
景
色
で
し
た
。

目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
夏

に
は
里
の
ホ
タ
ル
と
い
わ
れ
る
平
家
ボ
タ

ル
が
群
舞
し
、
家
の
中
ま
で
入
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。
赤
松
林
が
消
え
た
震
災
前
で

も
、
き
れ
い
な
湧
き
水
は
出
て
い
た
の
で
、

田
に
は
ク
レ
ソ
ン
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
は
平
家
ボ
タ
ル
も
た
く
さ
ん

増
え
た
の
で
す
が
、
最
近
は
ず
い
ぶ
ん
数

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

失
わ
れ
て
い
く
自
然
を
少
し
で
も
引
き

止
め
て
お
き
た
い
と
、
昔
、
棚
田
が
何
枚

も
あ
っ
た
山
麓
線
沿
い
の
田
の
土
手
に
、

私
は
種
か
ら
大
切
に
育
て
た
五
十
本
近
く

の
枝
垂
桜
を
植
え
ま
し
た
。
今
で
は
春
に

は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
桜
の
後
ろ
に
、
私
が
芦
屋

川
の
上
流
付
近
で
偶
然
に
発
見
し
た
桜
の

新
種「
極
楽
寺
桜
」も
植
え
て
い
ま
す
。
四

月
の
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
咲
く
カ
ス

ミ
ザ
ク
ラ
の
一
種
で
す
。
原
木
は
、
私
が

発
見
後
す
ぐ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
発
見
時
に
も
ら
っ
た
枝

先
を
接
木
し
て
育
て
た
サ
ク
ラ
の
木
で
す
。

も
う
一
つ
の
新
種「
天
賜
香
」と
い
う
八
重

咲
き
の
大
変
香
り
の
い
い
山
桜
も
、原
木

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
四
月
初
旬
に
土
手

で
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
田
の
手
入
れ
し
た

下
草
の
緑
と
と
も
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
街
地
に
自
然
林
を
残
し
た
い
と
い
う

の
は
、
父
や
私
の
切
な
る
願
い
で
す
。

　

桜
の
季
節
に
は
桜
を
愛
で
、
紅
葉
の
秋

に
は
紅
葉
を
愛
で
つ
つ
、
今
回
市
へ
寄
贈

し
た
緑
地
も
、
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
の

手
で
、
後
世
へ
と
つ
な
い
で
い
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
、
心
か
ら
願
う
毎
日
で
す
。
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ゴ
ク
ラ
ク
ジ
ザ
ク
ラ 

テ
ン
シ
コ
ウ
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　市の予算は、毎年４月に始まって翌年３月までの１年間を会計年度として
執行されますが、今回はそのうちの昨年12月までの概況をお知らせします。

　平成21年度予算は、「安全」と「環境」、「保健・福祉」および「教育」を重点項目
と位置付け、各事業に必要な予算を計上しました。
　現在の予算は下表のとおりで、一般会計が416億4,481万円、特別会計が209
億2,617万円となっており、学校・幼稚園の耐震化などの施設整備に要する経
費の追加等の補正予算と繰越事業費を中心に当初予算に比べ、それぞれ18億
9,481万円、１億3,177万円の増額となっています。
　市の借金にあたる市債残高については、震災関連事業の実施に伴い急増し、
ピーク時の平成13年度末には1,119億円に達しました。しかし平成14年度以降
は減少に転じており、平成20年度末時点で前年度と比較して約75億円減少し、
794億円となりました。
　しかしその一方で景気低迷が長引いており、本市でも個人市民税を中心に
減収等の影響が出ていることから、今後は再び厳しい財政運営を強いられる
ものと予想されます。
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21,812,42424,332,49741,644,810�������

6,377,6435,240,0808,651,159��������
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1,519,7201,331,7162,882,225�����

123,5645,390631,000�������

14,55051,80327,000�������

24,4513,93228,008��������

110,74235,586335,100�����

3,851,1363,553,0176,205,678������

17,339376,700821,000������

864,773792,1061,345,000�������	�
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71,98654,48177,400�����������
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1,307,4571,343,800�������	
�

722,9361,152,278�������	
�����

728,993734,206�������	
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320,682665,193����������������

575,712575,712�������	
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「
政
権
交
代
」を
多
く
の
有
権
者

が
望
み
、
私
た
ち
誰
も
が
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
の
は
、
少

し
前
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
つ
い
先
日
、
あ
る
絵
本

作
家
の
講
演
会
に
参
加
し
た
の
で

す
が
、
そ
こ
で
大
変
驚
か
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
夢
を
持
つ
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
小
学
生
の

口
か
ら
「
安
定
し
た
生
活
が
し
た
い
」
と
言
う
言

葉
を
聞
い
た
と
い
う
の
で
す
。
周
り
の
大
人
が
夢

を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
、
子
ど
も
も
夢
を
持
て
な

い
の
か
。
夢
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
が
奪
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　

望
む
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
安
心
な
社
会
の
実
現
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
政
治
家
に
も
ク
リ
ー
ン
で
有
言
実
行
の
政
治

を
し
て
も
ら
い
、
就
職
・
教
育
・
福
祉
と
い
っ
た

身
近
な
問
題
が
、
少
し
ず
つ
で
も
現
状
よ
り
良
く

な
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
国
民
一
人
一
人
も
自
分
た
ち
に
関
わ
っ

て
く
る
こ
と
で
あ
る
と
自
覚
し
、
今
後
の
政
治
の

動
向
を
、
厳
し
い
目
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　市税の滞納により差し押さえた動産については、インターネッ
トでのせり売り・入札で、不動産については兵庫県（西宮県税）・西
宮市と合同公売を行います。入札は、どなたでも参加できます。
����������　版画１点（クリスティ作）/洋酒（ブランデー
等17本）　�����　３月５日・午後１時～８日・午後２時　�
����　２月16日・午後１時～３月１日・午後５時
�����������　土地（宅地71.31㎡）および家屋（木造瓦葺
平屋建・現況スレート葺・床面積33.28㎡）　����　西山町　
�����　３月２日（火）午後２時～２時20分　���　消防庁
舎３階多目的ホール　
�������	
���������������������� ��!"#�
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